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4 点、「やや必要である」3 点、「あまり必要ではない」2 点、「必要ではない」1 点とした。 
4) 倫理的配慮 
愛知県立大学研究倫理審査委員会(28 愛県大学情第 6 -49 号)の承認を得た。 
2．結果 














ル A は手術や全身麻酔に関する内容やスケジュール、ツール B は術前に子どもが体験する可能性の




手渡すこととした。入院中のプレパレーションは、術後 1 日目と退院日に行うこととし、術後 1 日目
は、術後に子どもが体験する可能性のあることについて、再度ツール C を用いて説明し、退院日は












2017 年 8 月から 2018 年 11 月に、A 病院で全身麻酔による計画手術を受ける子どものうち、アデ
ノイド切除術や埋没過剰歯の抜歯など、術後に口腔内の痛みや出血を伴う可能性の高い手術を受ける














年齢の平均(SD)は、介入群 6.3(1.2)歳、比較群 6.7(1.5)歳であった。性別は、介入群は男児 11 名、
女児 10 名、比較群は男児 10 名、女児 9 名であった。主科は、介入群は、口腔外科 16 名、耳鼻科 5




入院日 33.82(1.71)、33.43(1.81)、術直前 33.81(0.95)、33.59(1.61)、術直後 34.12(1.27)、33.86(1.33)、










2.3(1.8)、入院日 3.6(2.4)、4.1(2.1)、術直前 4.1(2.4)、3.9(2.1)、術直後 2.5(1.8)、4.4(1.8)、術後 1






4.2(1.5)、入院日 4.2(1.3)、4.9(1.4)、手術直前 4.8(1.6)、4.3(1.9)、手術直後 3.2(1.5)、4.2(1.4)、術





2.5(1.8)、入院日 3.6(1.0)、4.1(2.1)、術直前 3.6(1.1)、3.9(2.1)、術直後 3.0(1.4)、4.4(1.8)、術後 1






mYPAS-SF の中央値(IQR)は、介入群 29.2(15.6)、比較群 52.1(37.5)で、介入群は比較群より有意
に低かった(p<0.001)。 





































・平成 31年 2月 5日（火）17時 00分〜18時 30分 第 1回博士論文審査委員会 





・平成 31年 2月 13日（水）9時 00分～9時 50分 最終試験（公開） 
 愛知県立大学大学院看護学研究科博士後期課程の学位に関する内規第 17条に基づき、口頭発表およ
び博士論文を中心に公開で最終試験を行った。 


































































試みであった。子ども、保護者および看護師による心理量、m-YPAS-SF および s-IgA の結果から、プ
レパレーションによる子どもの不安を客観的に評価できた。なかでも、心理量と m-YPAS-SF は、信頼
性があり、簡便に使用できる利点と、心理的評価は看護師のみで可能であることが示せたのは大きな成
果であった。その価値を審査委員会は認めた。また、臨床でのプレパレーションの客観的評価につなが
る示唆が得られたと判断し、審査委員会としては今後の研究展開に期待したい。提出された論文は、考
察の「看護実践への示唆」に追加記載を求めたが、全体としては形式も適切であると判断した。 
最終試験の口述試験については、分析数が多いのにもかかわらず、発表は論理的に構成され分かりや
すく、質問に対して丁寧に答えていた。研究の全体像についても、今後の課題も含めて、十分な理解を
確認することが出来た。また、今後の研究展開についても、研究の基礎も身に着けており、期待できる
ものであった。 
 本学位論文審査委員会は、提出された学位請求論文が博士の学位を授与されるに値するものであり、
かつ最終試験の結果から論文提出者の三宅氏がプレパレーションに関する看護専門領域において十分
な学識と研究者としての能力を有するものであると確認したので、博士（看護学）の学位を授与するに
適格であると全員一致で判断した。 
 
